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目的 会陰部原発 Paget 病における腺癌の合併、浸潤癌の合併を調査し、

切除後の再発を検討する。 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング Medical Collage of Ohio 
対象者 会陰部原発の Paget 病 100 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （2） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （15） 

介入（要因曝露） Radical vulvectomy(58 例)、radical hemivulvectomy(10)、modified 
superficial vulvectomy(32)、鼠径リンパ節摘出(4) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 再発率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 生存 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

再発率 
Radical vulvectom：31％、radical hemivulvectomy：20％、

modified superficial vulvectomy：43％ 
非浸潤性：35％、浸潤性：33％、腺癌合併例：25％ 

生存 
 60 例が非担癌生存中で、38 例が他病死、1 例が担癌生存、1 例が

腺癌の転移で死亡 

結論 

腺癌を含む症例や浸潤癌を有するものはまれである。再発率は高い。

一次研究の 8 項目 

備考 
 

レビューワーコメント レビューワー氏名 鹿間 直人 
 




